
令和６年１月 

令和５年度 日本学生支援機構【大学院博士課程（博士前期課程を除く）】第一種奨学金 

「特に優れた業績による返還免除」の申請について（案内） 

大学院博士課程（博士前期課程を除く）で「第一種奨学金」の貸与を受け、その貸与期間中に挙げた専攻分

野に関する業績について、日本学生支援機構から「特に優れた業績を挙げた」と認定をされると、奨学金の全

額または半額の返還が免除される制度です。貸与の終了年度に在籍していた課程において挙げた業績により

申請をします。 

令和５年４月～令和６年３月の期間内に奨学金の貸与が終了（辞退・退学による終了も含む）する者が申請

できます。（返還免除制度に申請する場合でも、貸与終了手続きとしてリレー口座の加入が必要です。） 

本人からの申請に基づき、三重大学「学内選考委員会」において業績を審査して推薦候補者を選考し、日本

学生支援機構に推薦します。申請を希望する人は、本案内および申請用紙に記載の【注意点】をよく読み、受

付期間内にチェックシートを含め、必要書類を不備なく揃えて提出してください。 

 
＜申請対象外となる者＞ 
令和 5 年度以降に博士（後期）課程及び博士医・歯・薬・獣医学課程において第一種奨学生として採

用された者で、博士課程在学中に国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が実施する「科学技術イ

ノベーション創出に向けた大学フェローシップ創設事業」又は「次世代研究者挑戦的研究プログラム」

の支援を受けた者は、「特に優れた業績による返還免除制度」の申請対象外です。 

 
１．申請受付                                         

（受付期間）  令和６年２月１日（木）～ ２月１６日（金）  期限厳守  
９：００～１７：００  （土・日・祝日を除く） 

（受付場所）  学務部学生支援チーム奨学金担当 ①番窓口 （総合研究棟Ⅱ １階） 
                        TEL：０５９－２３１－９０６１ 

※提出時に、学生証を持参してください。 

（面談日程）  令和６年３月１５日(金)を予定（原則、対面実施） 

（面談会場・時間）  書類選考通過者にのみ後日ご連絡します。（３月上旬を予定） 
 

◆提出書類：下記の３点（工学研究科は４点）  
①業績優秀者返還免除申請書（様式１表-裏） 

②業績を証明する資料   

③チェックシート 

④＜工学研究科のみ＞業績評価項目対応表 

◆面談準備書類：下記の１点 ３月８日（金）締切 

  ⑤これまでの研究業績について説明するための資料（電子データで提出） 

※提出先：menjyosyogaku@ab.mie-u.ac.jp （提出後の差し替えは認めない。） 

 

２．資料作成要領                                          

どれほど優秀な業績でも、〔専攻分野〕と関連のない業績は評価対象となりません。 

 

①業績優秀者返還免除申請書（様式 1表－裏） 

◇ パソコンで作成することができますが、本人氏名は【自署】が必要です。 

大学院における研究課題等 

◇記入内容が、あなたの〔専攻分野〕を表します。 



業績の種類 

◇あなたの所属する研究科の業績評価基準と、申請書の《記入例》を見ながら、各評価項目の

業績について、必要な項目（※）を記入し、その証明資料の資料番号 を通し番号で記入し

ます。 
（※例）【研究論文】の場合：①著者名（本人及び共著者名）②論文名③学術雑誌名（該当頁）

④発行日⑤その他「掲載決定（予定）」等 

◇「１．学位論文その他の研究論文」の【学位論文】の欄は、業績評価基準で学位論文を評価

対象としていない（評価点数のない）研究科については、記入できません。「学位論文」と

「その他の研究論文」とを混同する間違いが多いので、注意してください。 

◇学術雑誌名は巻・号・該当頁まで記入し、会議名は年度・開催回等を含め正式な名称で記入

してください。 

②業績を証明する資料  

◇「業績の種類」にあげた業績には、すべて「証明資料」が必要です。 

◇証明資料は、業績の種類ごとに最大ページ数の指定があります。【申請案内別紙】を必ず確

認して最大ページ数内で必要項目の内容が含まれるように資料を準備してください。 

◇証明資料の１ページ目【右上角】に「業績の種類」欄で記入した 資料番号 を付け、業績と

証明資料の関連を明確にしてください。 

◇「証明資料」は、その業績を『誰が・いつ（年月日）・どこで（何で）』挙げたかを証明でき

ないといけません。業績の種類に記入した各項目（全著者名・論文名・学術雑誌名（会議名）・

発行日（発表日）等）を証明できる一連の書類を揃えてください。（※手持ちの論文に日付が

掲載されてない場合、メールなど受理日・掲載予定日等が証明できるものを添付してください。） 

◇著書・論文や賞状等は原本ではなく、「コピー」で提出してください。指導教員や研究科の発

行する証明書、および学外の団体等に発行してもらった証明書は「原本」を提出してください。 

◇論文は、論文全体の写しでなく、申請者名（著者名）・論文タイトル・学術雑誌名及び発行

日等が分かる部分の写し等と論文内容の概要（１、２枚程度。アブストラクトがある場合は

その部分で可。）を提出してください。また、概要であることがわかるよう、見出しをつける

か、概要部分をマーカーで囲ってください。 

◇論文や研究発表の証明資料は、自分の氏名等の掲載部分にラインマーカー等で下線を引き、

わかりやすいようにしてください。 

◇コピーをするときは、業績ごとに「Ａ４サイズ」で【両面コピー】してください。原稿サイズが大き

く、縮小すると判読が困難となるものは、原寸で片面コピーとし、見やすい方法でＡ４サイ

ズ（左綴じ）に折ってください。 

◇免除申請書はＡ４縦で左上を止めて機構へ提出します。資料の向きや、資料番号の位置（＝

右上）を整え、印象の良い資料を用意してください。 

◇書類はクリップ（ゼムクリップ、ダブルクリップ）で止めてください。ホッチキスは無効で

す。（詳しくはチェックシートの図を見てください。） 

③チェックシート 自己チェックを行い、レ点を付けてください。 

④業績評価項目対応表 工学研究科のみ御提出ください。 

 

⑤面談準備書類 

◇これまでの研究業績について、パワーポイント１０分以内で発表できる分量で作成してくだ

さい。（面談は１５分程度（そのうち、発表は１０分程度）の予定です。） 

 

 

 

 

 

 



 

３．申請上の注意点                                     

（１）業績評価基準や証明書類等について不明な場合は、所属する研究科の学務事務室へ問い合わせ

てください。（学生支援チーム奨学金担当は書類を受け取った後、各研究科に書類一式を送付し

ます。審査・選考は各研究科にて行います。） 

（２）学会参加等によりやむを得ず受付期間内に申請ができない場合は、事前に奨学金担当に相談して

ください。事前に相談がない場合は、いかなる理由があっても受付期間後の受付は一切できません。 

（３）卒業後に「現住所」が変更となった場合は、『返還のてびき』ダイジェスト版の５ページを参照のう

え、スカラネット・パーソナルから令和６年４月中旬以降～６月末までに機構へ住所変更を届け出て

ください。郵便局に転送依頼も忘れずに。 

（４）返還免除の認定結果が判明する７月下旬までに、申請者または連帯保証人等から全額又は一部

繰上返還を行わないよう注意してください。繰上返還をした場合、免除決定が取り消される場合

があります。 

４．結果連絡                                         

機構へ推薦できなかった場合 

令和６年７月下旬までに学内選考の結果通知を、チェックシートに記入した「卒業後の連絡先」

宛に大学から郵送します。 

三重大学から機構へ推薦した場合 

大学からは、学内選考の結果は通知しません。 

令和６年７月下旬頃に、日本学生支援機構より、令和６年６月末時点でスカラネット・パーソ

ナルに登録されている住所へ審査結果通知が郵送されます。また、スカラネット・パーソナル

でも認定結果の確認が可能です。 

５．推薦予定人数                                       

  博士・博士後期課程  ３名 〈参考〉対象者数（D 課程）４名 



【資料の必要項目及びページ数】 

最大ページ数内で必要項目の内容が含まれるように資料をご準備ください。 

業 績 の 種 類 
必要項目と注意 

最

大 

ペ

ー

ジ

数 

1 学位論文その他研究論文 

【学位論文】 

・申請者名 ・論文タイトル

・論文内容の概要

【その他の研究論文】 

・申請者名（著者名） ・論文タイトル

・論文内容の概要 ・学術雑誌等名及び発行日

【学会での発表】 

・申請者名（発表者名） ・題目 ・会議名

・主催者名 ・発表日 ・表彰、受賞等

【論文及び学会での発表により受賞または表彰による

機構以外の給付奨学金の獲得や外部資金の獲得】 

・申請者名 ・受賞、表彰内容及び日付

・奨学金や外部資金の獲得情報

【日本学術振興会の特別研究員に採用、または、民間

財団等が公募している競争的資金を獲得することに

より奨学金を辞退】 

・申請者名 ・日付

・特別研究員採用または競争的資金獲得情報

※特別研究員証明書または民間財団等が公募してい

る競争的資金に係る証明書等

※論文内容の概要が複数ページに渡る場合には、1 ペ

ージ目のみ提出してください。

4 

2 

大学院設置基準第 16 条

第 1 項に定める特定の

課題についての研究の成

果 

・申請者名 ・研究の成果

※研究成果の内容が複数ページに渡る場合には、最大

ページ数（3 ページ）以内で提出してください。

3 
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3 

大学院設置基準第 16 条

の 2 に定める試験及び

審査の結果 

・申請者名 ・試験及び審査の結果

※試験及び審査の結果が複数ページに渡る場合には、最

大ページ数（3 ページ）以内で提出してください。

3 

4 

著書、データベースその

他の著作物 

(第一号、及び第二号に

掲げるものを除く。) 

・申請者名（著者名）

・著書、データベース等タイトル

・著書、データベースの概要 ・発行日

※著書、データベースの概要が複数ページに渡る場合

には、最大ページ数（3 ページ）以内で提出してく

ださい。

3 

5 発明 

・申請者名（発明（考案）者名）

・特許に関する項目

※特許登録済、特許出願中、実用新案登録済及び実用

新案出願中の区分がわかるもの。出願番号、出願日、

特許番号、実用新案番号、登録日等の記載があるも

の。団体での出願の場合は、申請者名が確認できる

もの。

3 

6 授業科目の成績 ・申請者名 ・各授業の成績の詳細 ・日付 ２ 

7 
研究又は教育に係る補助

業務の実績 

・申請者名 ・業務内容及び実績 ・日付

※業務内容及び実績が複数ページに渡る場合には、最大

ページ数（3 ページ）以内で提出してください。

3 

8 

音楽､演劇、美術その他

芸術の発表会における成

績 

・申請者名 ・発表会名 ・日付 ・成績

※専攻分野に関連した業績であることを確認してくだ

さい。

3 

9 
スポーツの競技会におけ

る成績 

・申請者名 ・競技会名 ・日付 ・成績

※専攻分野に関連した業績であることを確認してくだ

さい。

3 

10 
ボランティア活動その他

の社会貢献活動の実績 

・申請者名 ・活動内容及び実績 ・日付

※申請者が参加されたことの確認が取れない資料（写真

や新聞記事など）は不備となりますので申請者本人が

参加されたことが分かる資料（参加者名簿など）の提

出をお願いします。

※活動内容及び実績が複数ページに渡る場合には、最大

ページ数（3 ページ）以内で提出してください。

3 

11 その他機構が定める業績 内定に関する証明書は不要です。 




